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   教職課程センターにいち早く来室してくれたのは、就職浪人の既卒者や科目等履
修生であった。また、私自身がこれまで講義等で指導してきた学生の来室もあり、
2 月ごろには約 20 名弱の指導対象者が把握できた。 





らざるを得なかった。大学としては 2018 年 10 月から 1 名を、翌年 4 月からさら
に 1 名を増員し、特任教員 3 名の体制を作り上げる計画であった。特任教員は、講
義や研究の合間に、学生の相談や指導に当たることになり、また、学生・院生の側
も、授業の空き時間を利用して指導を受けることになるため、制約も多い。特に、
直接的な指導を行う場合、「論作文」では 1 対 1 で添削を行う必要があり、1 人の




























   指導期間中の 5～6 月に、多くの学生が 3 週間の教育実習を行うため、その期間
の前後をいかに活用するか、また、教育実習が終了した段階で速やかに「論作文」
のモードに戻す点が焦点だった。1 回の指導時間を当初は 90 分とり、慣れてくれ




   一方、「面接」指導は、4 月中旬からグループごとに週 2 回（各 90 分間）のペー
スではじめた。 
   「論作文」と同様に、「面接」でも最初の時間に「面接」試験の基本を指導して
から、具体的な指導に入った。まず、4 月から 6 月中旬まで 40 ほどのテーマに各
2～3 問を例示して、事前にワークシートを渡して準備させて、5 つのグループごと
に学生同士で練習する形と、指導者が入る形をとった。6 月下旬には、自己 PR と
各自治体の志望理由、教育実習を終えてなどの設問を実施した。 
   また、同時に 6 月下旬からは、「模擬授業」と「集団討論」を、一次試験を挟ん





ら 3 観点に変更することなどであった。 































   また、教育実習予備申請及び本申請に関わる事前・事後指導（合同指導）などに、
教育学教室のスタッフと共に教職課程センターの特任教員も講座を担当した。 






















   希望する学生が何人くらいあるか、希望は中学校だけでよいか、体験先の指導と
大学側の指導をどのように有機的に結び付けるか、まったく分からない所からの出
発であったため、八王子市教育委員会との協定の他、八王子市立小学校 1 校・都立
高校 2 校・私立高校 1 校に、受け入れの可能性を事前に打診した。どの学校も受け
入れに前向きな返事をいただいたが、実際には学生の派遣には至らなかった。 
   八王子市教育委員会との協定は、4 月に学長と教育長との間で取り交わされた。
もともと 1 年生は、必修科目が多く、時間割が厳しい状況にあり、さらに教職課程
の科目が 5・6 限目にあるため、大学の近隣の中学校への派遣が現実的であった。 
初年度であり、今年度の入学生で前期に「教職入門」を修得した学生だけを対象
としたためか、履修希望者は 2 名だけであった。この 2 名に対して、事前指導を行


















全体で 21 名であった。 
各自治体別に結果をまとめると以下のようになる。まず、東京都は 15 名が受験
し、12 名が合格した。内訳は、国語科 1 名・地歴科 1 名・数学科 6 名・理科 3 名・
養護教諭 1 名である。横浜市は 2 名が受験し、2 名とも合格した。内訳は、小学校
1 名・中高数学科 1 名である。仙台市は 2 名が受験し、小学校 1 名が合格した。川
崎市は 1 名が受験したが、二次試験で不合格となった。神奈川県は 2 名が受験し、
2 名とも一次試験で不合格となった。新潟県は 1 名が養護教諭に合格した。埼玉県











採用）と今年（2020 年採用）を比べてみると、既卒者を含めた受験者総数は 40 名




センターを利用しないで合格した者は、地歴科 1 名・数学科 1 名・理科 4 名・英語














































































































































   本学が育てたい教員像は、型にはめたような教員ではなく、創意工夫が活かされ
る多様な価値観をもった教員である。教職課程センターの特任教員は、教員採用試
験のテクニックを教える存在ではなく、ともに考える伴走者であると考えている。 



























   今年度の実施例は 2 校 2 名だけであったため、検証するにはケースが不足して
いるが、垣間見えたことを課題として残しておきたい。 
   まず、辞退に至ってしまったケースについて考えてみたい。学校インターンシッ
プの実施は後期からであったが、八王子市教育委員会との手続きの必要から、登録















































2） 中央教育審議会答申「今後の教員養成・免許制度の在り方について」2006 年 7 月 
82
